
12
月
15
日
（
金
）
か
ら
入
居
申
し
込
み
開
始
。
入
居
は
平
成
30
年
６
月
、
10
月
予
定

早
期
の
創
造
的
復
興
を
～
災
害
公
営
住
宅
を
建
設

■
災
害
公
営
住
宅
を
３
地
区

　
で
整
備

　

平
成
28
年
４
月
に
発
生
し
た
熊

本
地
震
か
ら
の
復
旧
復
興
の
た
め

の
指
針
と
し
て
策
定
し
た
「
町
震

災
復
興
計
画
」
に
基
づ
き
、
町
で

は
「
災
害
公
営
住
宅
」
を
整
備
し

て
い
ま
す
。

　

甲
佐
地
区
（
豊
内
地
内
）、
乙

女
地
区
（
田
口
地
内
）、
白
旗
地

区
（
芝
原
地
内
）
の
３
地
区
に
、

合
計
52
戸
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
６
月
（
乙
女
・
白
旗
）、

10
月
（
甲
佐
）
に
完
成
予
定
で
す
。

■
日
常
も
災
害
時
も
安
全
・

　
安
心
に
配
慮
し
た
造
り

　
「
災
害
公
営
住
宅
」
は
、
災
害

で
住
宅
を
失
い
、
自
力
で
の
住
宅

再
建
が
難
し
い
被
災
者
向
け
に
国

の
補
助
を
受
け
て
県
や
市
町
村
が

整
備
し
、
低
廉
な
家
賃
で
賃
貸
す

る
住
宅
で
す
。「
住
宅
」
に
入
居

す
る
に
は
、
一
定
の
入
居
要
件
が

あ
る
ほ
か
、
収
入
に
応
じ
た
家
賃

を
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
木
を
活
か
し
た
ユ
ニ
バ
ー

　
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
住
ま
い

　
「
町
災
害
公
営
住
宅
供
給
計

画
」
で
は
、
次
の
３
つ
の
基
本
方

針
を
定
め
、「
住
宅
」
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

①
２
戸
１
住
宅
の
平
屋
建
て
を
基

　

本
と
し
、
１
住
戸
あ
た
り
最
低

　

限
65
平
方
㍍
程
度
を
確
保

②
住
宅
は
南
向
き
配
置
を
基
本
と

　

し
、
将
来
的
な
可
能
性
を
視
野

　

に
入
れ
た
ゆ
と
り
あ
る
整
備

③
宅
地
内
の
低
木
植
栽
と
玄
関
廻

　

り
に
街
路
空
間
を
形
成
、
住
宅

　

の
繋
が
り
を
誘
発
す
る
配
置

　

乙
女
、
白
旗
地
区
の
住
宅
に
は
、

収
穫
し
た
野
菜
な
ど
を
置
い
た
り
、

ち
ょ
っ
と
し
た
作
業
に
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
土
間
空
間
を
設
計
。

農
村
地
ら
し
い
生
活
を
支
え
る
住

ま
い
が
特
色
で
す
。

■
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

　
シ
ョ
ン
を
つ
な
げ
る
住
宅

　

12
月
15
日
（
金
）
か
ら
、「
住

宅
」
入
居
者
の
募
集
を
開
始
し
ま

す
。

　

　

募
集
す
る
の
は
甲
佐
地
区
２
Ｌ

Ｄ
Ｋ
30
戸
、
乙
女
地
区
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

12
戸
、
白
旗
地
区
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
６
戸
、

１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
４
戸
の
合
計
52
戸
で
す
。

■
住
宅
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
に

　
基
づ
い
た
計
画
で
実
施

　

町
で
は
、「
住
宅
」
建
設
戸
数

の
把
握
の
た
め
、
平
成
28
年
８
月

に
住
宅
被
災
者
の
今
後
の
住
ま
い

に
関
す
る
意
向
調
査
を
実
施
。
同

年
12
月
に
は
、
災
害
公
営
住
宅
供

給
計
画
を
策
定
し
、
平
成
29
年
２

月
に
は
住
宅
再
建
お
よ
び
「
住

宅
」
入
居
の
意
向
調
査
を
実
施
。

住
宅
被
災
者
の
状
況
が
変
化
し
て

い
く
中
、
供
給
計
画
戸
数
が
「
住

宅
」
へ
の
入
居
希
望
世
帯
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
て
い
る
か
を
把
握
す
る

と
と
も
に
、
入
居
希
望
世
帯
を
登

録
し
、
そ
の
後
の
細
や
か
な
情
報

提
供
を
行
い
ま
し
た
。

■
震
災
か
ら
の
創
造
的
復
興

　
を
目
指
す
町
の
シ
ン
ボ
ル

　

こ
の
整
備
は
、
県
の
「
く
ま
も

と
ア
ー
ト
ポ
リ
ス
」
の
参
加
事
業

と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成

29
年
７
月
に
は
甲
佐
地
区
の
住
宅

の
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
二
次
公

開
審
査
が
行
わ
れ
、
業
者
を
選
定

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
甲
佐
地
区
に
は
、
震
災

か
ら
の
創
造
的
復
興
や
本
町
の
活

性
化
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
災
害

公
営
住
宅
の
ほ
か
、
子
育
て
支
援

住
宅
お
よ
び
防
災
公
園
の
一
体
的

な
整
備
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　３地区の災害公営住宅の各団地について、
入居者を募集します。

■入居資格（①～③のいずれにも該当）

①平成28年熊本地震による災害により滅
　失した住宅に居住していた者
・り災証明書で「全壊」「大規模半壊」の者
・り災証明書で「半壊」で解体を行う者
②被災者生活再建支援（加算支援金）を利
　用していない者
③申請者および入居者が暴力団員ではない
　こと

■申込方法

　「災害公営住宅入居申込書」に必要事項
を記入の上、添付書類を添えて町建設課に
申し込むこと（申し込みは１団地のみ）。
※添付書類　所得証明書、住民票、り災証
　明書など

■申込期間

　12月15日（金）～平成30年２月28日
（水）　午前８時30分～午後５時
　月～金曜日（年末年始および祝日を除く）

■入居開始時期

・白旗、乙女団地（仮称）
　　　　　　　　　　平成30年６月予定
・甲佐団地（仮称）　平成30年10月予定
※工事工期の関係により、入居時期が変更
　になる場合があります。

■そのほか

①家賃、電気代、水道代、ガス代および共
　益費、管理組合費などは入居者負担
②ペットの飼育不可　など

■仮設住宅入居者の方への説明会

・乙女第二、乙女第三仮設団地
　12月12日（火）午後７時　各みんなの家
・乙女仮設団地
　12月13日（水）午後７時　みんなの家
・白旗、白旗第二仮設団地
　12月14日（木）午後７時　集会所

■お申し込み・お問い合わせ先

　町建設課　 TEL096-234-1183（内線161）

災 害 公 営 住 宅
入居者募集のご案内

団地名 住所 規格 募集戸数

甲佐団地
（仮称） 甲佐町大字豊内地内 ２LDK 30戸

乙女団地
（仮称） 甲佐町大字田口地内

Ａタイプ２LDK

Ｂタイプ２LDK

10戸

２戸

白旗団地
（仮称） 甲佐町大字芝原地内

Ａタイプ２LDK

Ｃタイプ１LDK

６戸

４戸

　
熊
本
地
震
の
被
災
者
支
援
お
よ
び
震
災
か
ら
の
創
造
的

復
興
の
た
め
、
町
で
は
「
町
震
災
復
興
計
画
」
に
基
づ
き
、

「
災
害
公
営
住
宅
」
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
３
地
区

に
合
計
52
戸
完
成
予
定
の
「
住
宅
」
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
な
ど
住
民
に
配
慮
し
た

工
夫
を
し
て
お
り
、
12
月
15
日
（
金
）
か
ら
入
居
者
の
募

集
を
開
始
し
ま
す
。
募
集
す
る
の
は
甲
佐
地
区
30
戸
、
乙

女
地
区
12
戸
、
白
旗
地
区
10
戸
で
す
。

■完成予定の各団地の入居募集戸数など

▲

乙
女
地
区
に
完
成
予
定
の
住
宅
モ
デ
ル
図

乙女・白旗地区のＡタイプ２LDK（１棟２戸）の参考間取り図。ほかに
Ｂタイプ２LDK（１棟１戸）、Ｃタイプ１LDK（１棟２戸）などがあり。

■完成予定の参考間取り図

▲白旗地区に完成予定の住宅モデル図

和室
（８畳・６畳）

リビング
（10 畳）

土間
（4.5 畳）

玄関


